
議事（２）令和２年度実証実験、その他報告事項について



【資料５】令和２年度前橋版ＭａａＳ実証実験について



５．令和２年度前橋版ＭａａＳ実証実験概要

【前橋版ＭａａＳの社会実装に向けた研究】
前橋市の交通ネットワーク再構築を一層有効化していくため、ＭａａＳ環境の構築に向け取り組みを継続。
令和２年度は国土交通省の事業採択を受け、前橋市新モビリティサービス推進協議会を設置した。
新たに決済やＭＮＣを活用した取り組みを予定している。

令和２年9月４日 前橋市新モビリティサービス推進協議会を設置
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５．令和２年度前橋版ＭａａＳ実証実験概要
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５．ＭＮＣとＳｕｉｃａの連携
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【課題等の整理】

■運行実績の分析
・他の公共交通への影響

・適切な運行台数

・相乗りの成立状況

■アンケートの集計・分析
・住民の意見を反映

【実証実験の結果を受けて】

■利用方法や予約方法の見直し、システム改修等を行い、効率

的かつ利便性の高いデマンド交通を目指します。

■地域の実態にあった移動手段の導入、公共交通不便地域の解

消を目指します。

５．デマンド交通の高度化に向けた今後の方向性

今後の拡充イメージ
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【資料６】令和２年度自動運転バス実証実験について



６．令和２年度自動運転バス実証実験について

中央前橋駅

前橋駅

中央前橋駅

前橋駅

けやきウォーク
前橋

2019

・公道での走行（ほぼ直線）
・社会受容性調査

・公道での走行（右左折含む）
・2台同時運行（1対2の遠隔監視）
・マイナンバーカードによる乗客管理
・MaaSアプリ連携

2018

2台同時運行

ＭＮＣで乗客管理 MaaS連携

遠隔型自動運転を見据え、1対2の遠隔監
視・操作における課題を検証

②右折時対向車の
センシングがしづらい
（中央前橋駅）

①けやき並木
GPSが機能しづらい

③遠隔監視・操作において画角が小さく、
死角も生じるため、判断に支障

課題
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６．令和２年度自動運転バス実証実験について

2020実証実験

右折時死角路線

信号なし
（駅広へ右折進入）

５G通信環境・路側へのカメラ・センサ設置による遠隔監視・操作の高度化
（前頁課題②③の解消） 【総務省：５Ｇ地域課題解決型ローカル５Ｇ等の実現に向けた開発実証】

Ｒ３．１群馬大学（前橋市内）

光回線

②路車間協調

エッジコンピューティ
ング等も利用し道路側
のセンサー情報と自動
運転車両の連携実証
（大容量・低遅延）

キャリア５G
（可搬型）

ローカル５G

③ローカル５Gとキャ
リア５Gの連携実証

①遠隔監視・操作

管制室をローカル
５Ｇエリア化、フ
ルHDモニターにて
目視（高速・大容量）

4.7GHz帯SA型

群馬大学（CRANTS）内で５Ｇを活用し
①～③の実証を実施

CRANTS

市内公道 Ｒ３．２下旬

群馬大学での成果を元に、
市内公道で５Gを活用した市民を乗せた
自動運転バスの実証

将来的な顔認証決済を視野にいれ、
顔認証技術も検証

中央前橋駅周辺

５Ｇアンテナ

②

①

路側センサ

路側センサ

路側カメラ
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【資料７（１）】その他報告事項
マイタク・マイナンバーカード一本化



７．マイタクのマイナンバーカード一本化

（１）マイタク制度概要

人口減社会や高齢化社会を迎え、既存の公共交通機関では利用が難しく、外出し

たくても出来なかった市民に外出の機会を提供するため、既存のタクシーを活用し

た運賃補助サービスを全市域に導入（H28.1本格運行開始）。

※H30.5～マイナンバーカードによる運用開始（紙の利用券と併用）
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７．マイタクのマイナンバーカード一本化
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【資料７（２）】その他報告事項
シェアサイクルの導入



７．シェアサイクルの導入に向けて
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７．シェアサイクルの導入に向けて
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７．シェアサイクルの導入に向けて
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【資料７（３）】その他報告事項
新しい生活様式に対応する公共交通構築に向けた事業者支援



７．新型コロナウイルスにかかる支援
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７．新型コロナウイルスにかかる支援

執行済 執行済
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